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ルイ・ヴィトン、エルメス、カルティエ・・・世界の名だたる高級ブランドは公式オンラインショッピングサイトを展開してい
ます。こうした高級ブランドが扱う商品は一般的に高額であり、また、商品を販売するだけでなく各ブランドが持つ“ラグ
ジュアリー感”が重要視されてきたことなどから、当初、オンラインサイトについて懐疑的な見方がなされてきました。

しかし、今や、高級ブランド企業においても「デジタル戦略」は重要なマーケティング・ツールとなりました。この先駆け
となったのは、トレンチ・コートで有名な「バーバリー」です。様々なＳＮＳを通じたコレクションの紹介や英国が誇るセレ
ブを起用したブランド・イメージを伝える動画配信（まるで映画のような！）、ファッションショーのライブストリーミングを
行い、そのショーで披露されている商品を即オンラインで購入できる仕組みなどを次々に展開。こうした斬新な取り組
みが低迷していたバーバリーを再び復活に導いたと言われています。
なぜ、バーバリーのデジタル戦略が大成功を収めたのか。それは、インターネットやＳＮＳに慣れ親しんだ「ミレニアル
世代」（1980～2000年に生まれた世代）が消費の主役になりつつある中、彼らの心をがっちりつかんだからなのかも
しれません。

＃デジタル戦略 #SNS ＃ミレニアル世代

Vol.3 「ミレニアル世代」を制する者は、ブランドの世界を制す
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